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＜連絡事項＞
・尿検査について、予定日が過去の日付で、未実施のままとなっている方が複数名いるため、電子カルテ→予約確認→「実施予定日を変更」し、実施をお願いします。
尿検査の入力は佐藤志穂さんが実施する為、伝票をおろして下さい。
・ミトン着用や車いすでのベルト使用も行動制限になるので、必ずＤｒへ指示受けをしてから使用して下さい。
＜患者様連絡事項＞

・10/18　10：00、石川　光広様に役所スタッフが面会に来る為、スタッフが対応する
・中村　美奈子様～療養環境変更目的にて西Aへ移動となっている。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。スタッフコール時は大声だが、対面時声高さや妄想発言は無く、穏やか。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入行っていく。
・畑中　成夫様～時間隔離中。余暇は他者と将棋をして過ごされている。妄想発言は聞かれないが、喫煙時にBユニットの女性患者様への接近あり、介入要している。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。他室侵入・他者への干渉あり。他者に詰め寄られる事ある為、介入要している。介入にてトラブルになる事は無く、一時的に距離を取っているが、すぐに同行為繰り返し、都度見守り要している。引き続き、精神症状の観察を行い、他者とのトラブルがないよう看護介入していく。
＜要注目患者様＞
・袴田　将志様～来詰しては訴え・要求頻回にあり、都度対応にて不穏・興奮は無く経過。飲水要求あるが時間を置きながら飲水しており、体重は朝:55.05㎏、昼：55.50㎏(+0.45㎏)である。
・西澤　信様～体動時・介入時に後頚部の疼痛を訴えている。日課以外は自室にて臥床して過ごされる。
・滝沢　繁倫様～10:30女性患者様から、「あの人部屋に入ってくるんだよ。怖い。」と報告あり。その後、女性部屋より出てくる本人を発見し、事実確認するが黙り込んでしまう。以後女性への干渉は無く、ホールでテレビを観て過ごされている。
・坂本　きい様～各食全量摂取。「寝かせてけろ」等要求頻回にあるが、都度対応にて不穏・興奮は無く落ち着いている。
・熊谷　樹里様～日課への拒否的な様子はあるが、衣類を捨てるなどの行動や他者への暴言なし。
・工藤　蓉子様～本日バルン抜去し様子観察の指示あり。10：00抜去後、排尿時には腹圧をかけることで少量ずつの自排尿は確認出来ている。立ち歩き目立ち、妄想に左右されユニットから出ようとすることやふらつき見られ、常に見守りを要している。

＜安ケ平Dr診察＞
・和田　昌様～突進歩行著明にあり。次回定期よりリントン減量となる。
・木村　格治様～本人希望により胸やけ時FK散１P、20回分処方となっている。
＜田名部Dr診察＞
・佐藤　俊也様～臨時薬一部変更。ネルボン減薬、フルニトラゼパム増薬となっている。
・宮崎　由美子様～臨時薬一部変更。サインバルタ、クエチアピンoff　エチゾラム3Tから2Tへ減薬となっている。
・瀧澤　杏奈様～臨時薬一部変更。バルプロ酸ナトリウム減薬、フェロスティック追加となっている。
・佐々木　常夫様～ハロマンス筋注指示あり。
・猪石　和弘様～ジアゼパムoff、トピナ追加。今月下旬、措置解除予定。
・澤村　彬様～臨時薬一部変更。レボトミン、ヒベルナoff　ストラテラ増薬となっている。
・畑中　成夫様～臨時薬同内容で処方。
　
・曳木　一守様～臨時薬同内容で処方。10月20日10時より面談予定。
・袴田　将志様～臨時薬一部変更。眠剤追加、食前薬が減薬となっている。
・丹内　栄子様～臨時薬一部変更。トピナ増薬となっている。
・松本　好子様～臨時薬一部変更。アモキサン、センナリドoff　レクサプロ追加となっている。
＜新入院患者様情報＞
氏　　名：松井　由香様

生年月日：昭和56年4月21日（36歳）

病　　名：うつ状態

入院形態：任意入院（1回目）

主 治 医：馬渡Dr

（経過）

　2世帯で夫の両親・夫・本人・子供（中学2年生・小学6年生）で生活。

20歳頃から自閉感があり、ストレス性の眩暈で洲﨑耳鼻咽喉科より紹介されH28.8.7マナクリニック初診。

　H28.10月から職場の対人関係が悪化し休職。症状は一進一退で、家庭でも不安が増強する事がある。子供を学校へ送った後、家事をしてふっとした時に悲しくなり、急に涙が出たり希死念慮が時折ある。

　H29.9月上旬よりこれらの症状が強くなり、倦怠感が出現し、辛い、やる気が起きないとの事。不安時の薬（マナクリニック）を服用するが2～3時間の睡眠であり、不眠の訴えあり。食事は喉につっかかる感じがして毎食摂るが、量は少ないとの事。不安・焦燥感もあり、症状改善の為入院治療の希望があり、H29.10.13　13：27東病棟Dユニットへ任意入

院となる。
（備考）
・家族洗濯
・カードなし
・スマホ持ち込み、主治医許可あり。消灯後預かりとし、病状落ち着いてからは終日本人持ち可
・薬手帳はしばらく預かり（Ｄｒが薬歴を確認する為）
